
船舶事故調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和７年３月１８日 ０１時４０分頃 

発生場所 長崎県平
ひら

戸
ど

市平戸島獅子
し し

駒
こま

埼北東方沖（平戸瀬戸） 

 広
ひろ

瀬
せ

導流堤灯台から真方位３０５°４４０ｍ付近 

 （概位 北緯３３°２３.０′ 東経１２９°３３.８′） 

事故の概要  引船鳴
なる

門
と

丸は、航行中、浅所に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和７年４月１０日、主管調査官（長崎事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

引船 鳴門丸、２８７トン 

 １３４１３７、深田サルベージ建設株式会社（Ａ社） 

 乗組員等に関する情報 船長、三級（航海） 

航海士Ａ、三級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 船首部船底に亀裂 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南、風速 ４m/s、視界 良好 

海象：うねり 波向南、波高約０.５ｍ、潮汐 下げ潮の中央期、潮

高 約１３０cm（平戸）、潮流 南西流約１.３ノット（kn） 

 事故の経過 (1) 事故発生場所（平戸瀬戸西水道）に関する情報 

   平戸瀬戸は、九州本島北西岸と平戸島の間にある水道で、北口

の九州本島北西岸寄りに広瀬と呼称する水上岩から拡延した浅瀬

がある。広瀬西方海域が西水道、同東方海域が東水道と呼称さ

れ、西水道は可航幅約４００ｍで通航船舶が大きな変針を伴わず

に航行できる。 

   西水道を南進して通過した船舶は、平戸島寄りにある平戸市黒
くろ

子
こ

島と九州本島との間を通過後に南南東進し、平戸大橋付近の最

狭部に向かう。 

本船が乗り揚げた場所は、西水道の平戸島獅子駒埼北東方約 

１５０ｍにある二
ふた

目
め

と称する干出岩付近（以下「本件浅所」とい

う。）である。同干出岩には立標が設置されており、夜間は二目照

射灯によって照射されている。 

佐世保海上保安部は、平戸瀬戸における海難を防止するため、

小型漁船を除く南航船に対して、西水道を広瀬から離して航行す

るように指導している。 

  （図１ 参照） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生場所概略図 

 

(2) 出航から本事故発生までの経過 

   本船は、船長及び航海士Ａほか５人が乗り組み、廃船となった

船舶を長崎県長崎市長崎港から熊本県八代
やつしろ

市八代港にえい
．．

航する

業務に従事する目的で、関門港下関
しものせき

区を出航した。 

   航海士Ａは、関門港を出てからの船酔いの影響で船橋当直に専

念できるか不安があったものの、長崎県壱岐
い き

市壱岐島東方沖で昇

橋し、船長から船橋当直を引き継いだ。 

航海士Ａは、自身の船橋当直中に操船経験のない平戸瀬戸を本

船が通航する可能性があることを認識していたので、出航前に平

戸瀬戸の水路調査を行い、コースラインや浅所の存在などについ

て把握していた。 

   船長は、航海士Ａへの引継ぎの際に、航海士Ａが船酔いしてい

る様子であったので、心配して声を掛けたところ、当直可能との

返答があったので、操船ができる状態と判断し、予定どおり航海

士Ａに船橋当直を任せることとした。 

   船長は、航海士Ａが、これまで船舶が輻輳
ふくそう

する関門港及び瀬戸

内海の水道（三原瀬戸等）を無難に操船していたので、出航前か

ら平戸瀬戸の通航を任せても問題ないと思った。船長は、航海士

Ａに船橋当直を任せるに当たって壱岐島東南東方沖の浅瀬に注意

して航行するように指示し、降橋した。 

航海士Ａは、３海里（Ｍ）レンジ及び１.５Ｍレンジに設定し、

それぞれ重畳機能によって海図の陸岸及び浅所の等深線が表示さ

れたレーダー２台と、電子海図表示装置を作動させ、舵輪の前の

椅子に腰を掛けて自動操舵で操船を始めた。 

航海士Ａは、平戸市的山
あ づ ち

大島南東方沖において、本船を平戸瀬

戸北口に向けて南南西進させていた際、左舷後方の平戸瀬戸北口



付近に、本船とほぼ同じ速力で同航する他船（以下「同航船」と

いう。）がいたので、動静監視を始めた。 

   航海士Ａは、本船が平戸島寄りの進路になっていたが、同航船

の方位が少しずつ自船の船尾方に変化しながら接近する状況と

なったので、本船が同航船と十分な距離を保ち、前方に出てから

針路を西水道中央に向けようと思っていた。 

   航海士Ａは、平戸瀬戸北口に接近するに伴い、波高が次第に低

くなってきていたが、船酔いが改善しなかった。 

航海士Ａは、同航船の動静監視に意識を向け、本船が同航船の

前路に安全に進出できるかどうかを確認しながら操船に当たって

いた。 

航海士Ａは、本船が同航船の前方に約３００～４００ｍしか進

出できていなかったので、同航船の船首方に針路を向けるには、

安全な距離ではないと思った。 

航海士Ａは、引き続き、同航船をレーダー及び目視で監視しな

がら、平戸島寄りの進路のまま西水道に入航させ、その後、左転

させようと考えていたところ、船体に振動を感じた。 

（図２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 航行経路図 

 

(3) 本事故発生後の状況 

航海士Ａは、レーダーで平戸島西岸及び本件浅所の表示を確認

し、本件浅所に接近し過ぎたと思いながら本船を左転させ、その

後、南方に位置する黒子島を避けるように本船を南南東進させた

後、機関回転数など航海計器の状態を確認し、異状を認めなかっ

た。 

また、航海士Ａは、機関士に対し船内電話で、船体の振動を感

じたので、機関部の確認を行うように指示し、機関士から、主機

等に異状はなく、浸水もない旨の報告を受けた。 

本船の航跡 

（ＡＩＳ記録） 

同航船 

の航跡 

（ＡＩＳ記録） 

同航船の航跡 

（ＡＩＳ記録） 

本船の航跡 

（ＡＩＳ記録） 

事故発生場所 



船長は、自室で休んでいたが、船体の振動で目が覚めて、船橋

に船内電話を掛け、航海士Ａに対して本船の状況を問い合わせた

ところ、航海士Ａから異状がない旨の報告を受けた。 

船長は、自身が感じた船体の振動が主機を中立に操作したとき

のものに似ていたこともあり、本船が乗り揚げたとは思わず、そ

のまま就寝した。 

航海士Ａは、平戸大橋付近の最狭部を通過後、他の航海士に船

橋当直を引き継いだ。 

本船は、長崎港に入港し、えい
．．

航の業務を終え、関門
かんもん

港田
た

野
の

浦
うら

区に帰港した後、船底調査を受けたところ、船首部に亀裂が確認

され、船長は、本船が平戸瀬戸北口を航行中、船体に振動があっ

た際、本船が乗り揚げていたことを認識した。 

(3) 本船に関する情報 

本船の喫水は、船首約３.５ｍ、船尾約３.８ｍであった。 

本船は、日頃関門港において、起重機船のえい
．．

航業務に従事し

ていた。 

(4) 航海士Ａに関する情報 

   航海士Ａは、商船高等専門学校を卒業後、令和３年１０月頃Ａ

社に入社して本船に乗り組み、本船単独での関門港内の移動又は

他港への回航の際の操船を任されていた。 

分析 (1) 航海士Ａは、本船が平戸瀬戸北口の手前で平戸島寄りの進路に

なっていたが、左舷方の同航船の方位が少しずつ船尾方に変化し

ながら接近する状況であったので、本船が同航船の前路に十分な

距離を保つ位置に進出した後、針路を西水道中央に向けようと思

い、同航船に意識を向けていたことから、本船の進路及び船位の

確認を行っていなかったものと考えられる。 

(2) 船長は、航海士Ａが船舶交通の輻輳する関門港及び瀬戸内海の

水道（三原瀬戸等）において適切に操船を行っていたことから、

平戸瀬戸通航時の操船を任せたものと考えられる。 

(3) 船長は、狭水道である平戸瀬戸通航中は、船橋等において操船

指揮を行う必要があった。 

(4) (1)～(3）から、本船は、平戸瀬戸を南南西進中、本件浅所に乗

り揚げたものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が平戸瀬戸を南南西進中、単独で船橋当直に

ついていた航海士Ａが、左舷後方を航行していた同航船に意識を向

け、船位の確認を適切に行わなかったため、本船が本件浅所に乗り揚

げたものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・航海当直者は、操船中、船位を適切に確認し、障害物又は他の船



 

舶に接近し過ぎないよう、早期に減速するなどの措置を採るこ

と。 

 ・船長は、自船が狭水道を通る場合、常に在橋し、複数人で航海当

直を行うこと。 

 ・船長は、航海中、船体の振動等の異常を認めた場合は、自ら指揮

するなどして原因を明らかにし、必要な措置を講ずること。 

 ・航海当直者は、船酔いなどの体調不良によって職務に支障を来す

不安がある場合は、船長に申し出ること。 


